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あらまし   紙面上の２次元情報コードから電子機器を制御し、教育分野へ応用を試みた。具体的には、ＱＲコ

ードを利用したパソコンの制御機能を使って、長文テキストの読み上げ、遠隔レッスン、登下校メール、解答照合

シートなどへの応用を試みた。また、微小ドットコードから音声ファイルを読み取り発音できるポータブル音声デ

バイスを、音の出る参考書や学校設備へ応用することを試みた。 
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Abstract  We apply two-dimensional information codes to education. The two-dimensional information codes can be 

printed on paper sheets and displayed on cell-phone screens. Using these codes, PCs and other electrical devices can be 

controlled. First, we use quick response (QR) codes to control PCs and realize a sentence reader, a remote lesson helper, an 

automatic mailer, and an automatic scorer. Next, we use invisible tiny dot codes to control portable audio devices and realize 

talking books, talking cards and talking school facilities. We believe that these dot-code reading systems are very useful to 

realize easy-to-use tools for education and improve accessibility in schools. 
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１ はじめに  

 前回、パソコン接続のＱＲコードリーダーを利用

して、紙面上のＱＲコードからＷＥＢページ読み出し

や、パソコン内ファイル読み出し等を行い、これを様々

な教育システムに応用することについて、報告した [1]。

今回、同様のＱＲコードリーダーによる新たな教育分

野への応用を検討した。また、２次元ドットコードを

利用したポータブル音声デバイスを教育分野に応用す

ることを検討した。  

 

２ ＱＲコード利用  

２．１ ショートカットキーのＱＲコード化  

 パソコン制御用ショートカットキーは、様々なパ

ソコン制御命令を少数のキーボード操作で簡単にでき

る。しかしながら、制御命令とキーボード操作の対応

を記憶することが必要で、操作に慣れる必要がある。

そこで我々はショートカットキーをＱＲコード化した。 

（１）長文テキストの読み上げ  

 先の報告では、テキストそのものをＱＲコード化

し、これを読み取ることにより、パソコンの合成音声

でテキストを読み上げることを紹介した。この場合、

ＱＲコードの情報収容量の制限からテキストの文字数

は日本語で４００字程度である。今回、さらなる長文

をＱＲコードから読ませるために、ｐｄｆファイルを、

アクロバットリーダー [2 ]の読み上げ命令のショートカ

ットキー「Ｓｈｉｆｔ＋Ｃｔｒｌ＋Ｖ」をＱＲコード

化した。文章を読み上げるためには、文章（テキスト）

をｐｄｆ化し、このＱＲコードをＱＲコードリーダー

で読み取る。ＷＥＢ上もしくはパソコン内のｐｄｆフ

ァイルのＱＲコードによる読出し操作（先の報告で紹

介）と、この操作を組み合わせることにより、２回の

ＱＲコード読み取り操作だけで、どんなに長い文章で

も、パソコンで読み上げることができる。このように、

ＱＲコードの簡単な読み取り操作だけで、あらゆるテ

キストの読み上げができるので、聴覚からの効果的な
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学習に利用できるとともに、視覚に頼らない情報獲得

が容易になる。なお、図１は、ここに示したｐｄｆの

読み上げに関連するショートカットキーをＱＲコード

化してカード上に印刷した例である。  

 

 

図１ ｐｄｆ読上げ関連ｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰのＱＲコード化  

 

 

図２ ｽｶｲﾌﾟ受発信関連ｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰのＱＲコード化  

 

（２）遠隔レッスン  

 インターネット無料電話（スカイプ [3]）が、英会

話を始めとした遠隔レッスンに利用されている。スカ

イプの制御命令のショートカットキーをＱＲコード化

することにより、ＱＲコードの読み取りのみで、特定

の相手に電話をかける・電話にでる・電話を切る、と

いった一連の操作を、パソコンを意識せずに行える。

図２は、ここに示したスカイプ送受信に関連するショ

ートカットキーをＱＲコード化してカード上に印刷し

た例である。  

 このようなショートカットキーのＱＲコード化

によって、複雑なキーボードやマウス操作無しにパソ

コン操作が可能になるため、パソコン弱者や視覚障害

者の学習において、特に有効であると考えられる。視

覚障害者がＱＲコードを読み取る際に便利なハードウ

ェアの工夫については後述する。  

 

２．２ 電子メール発信機能のＱＲコード化（登下

校メール）  

 電子メールの内容（宛先、タイトル、本文）およ

びメール発信命令を１つのＱＲコードの中に収容する

ことができる。この機能を使った例として、つぎのよ

うな登下校メールシステムが極めて簡単に実現する。

まず、学習教室到着を保護者の携帯メールアドレスに

知らせる電子メール発信命令をＱＲコード化する。こ

れをカードに印刷し、学習教室にレッスンに通う児童

に持たせる（図３（左側））。児童は、ＱＲコードが印

刷されたカードを一枚持ち、学習教室への到着時に備

え付けのパソコンに接続されたＱＲコードリーダーで

カード上のＱＲコードを読み取る。これにより、児童

の教室到着を知らせるメールが保護者の携帯電話に届

く。なお、ＱＲコードは、カード（印刷物）でなく、

携帯電話の画像メモに保存し、それを利用しても良い

（図３（右側））。  

 

図３ 電子メール発信用ＱＲコード  

 

２．３ 表計算ソフトのセルへの入力情報のＱＲコ

ード化（解答照合シート）  

 表計算ソフトへのセル入力内容をＱＲコード化

することができる。この機能は様々な応用が可能であ

るが、一例として、解答照合シートへの応用を示す（図

４）。この例では、１０問の問題への解答を解答欄に入

力するようになっている。入力し終わったら矢印で示

したセルを選択し正解ＱＲコード（各問題の正解が入

力されたＱＲコード）を読み取る。そうすると一瞬の

うちに答合せが完了するとともに正解数も計算される。 

 セルの内容は数値やテキスト情報だけでなく、シ

ョートカットキーもＱＲコード化できる。したがって、

例えば、現在時間入力用ショートカットキーをＱＲコ

ード化し、これを使って登下校時間管理などを行うこ

とができる。  

１ページ読み上げ 

ＳＨＩＦＴ＋CTRL＋Ｖ 

 

読み上げ中止 

ＳＨＩＦＴ＋CTRL＋Ｅ 

 

全文読み上げ 

ＳＨＩＦＴ＋CTRL＋Ｂ 

 

読み上げ停止／再開 

ＳＨＩＦＴ＋CTRL＋Ｃ 

 

通話音声テストへ発信 

callto://echo123 

スカイプ終了 

ALT + PGDN 

 

生徒名  

スカイプ応答 

ALT + PGUP 
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図４ 表計算セルへの情報入力用ＱＲコード  

 

２．４ ハードウェア  

 パソコンに接続できるＱＲコードリーダーとし

て、次の２つのもの用いた。  

 

（１）ハンディ型ＱＲコードリーダー [4] 

 写真および仕様を図５に示す。ＱＲコードの直上

にのせ、リーダー付属のスイッチを押したときにＱＲ

コードを読み取らせるものである。本などの紙面上の

ＱＲコードの読み取りに適している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ハンディ型ＱＲコードリーダー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 据え置き型ＱＲコードリーダー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）据え置き型ＱＲコードリーダー [5] 

 写真および仕様を図６に示す。上に向いた読み取

り面の上に、ＱＲコードを下に向けてかざすことによ

り読み取りが行われる。カードに印刷されたＱＲコー

ドや携帯電話画面上のＱＲコードの読み取りに適して

いる。コード読み取りは常時行われているため、スイ

ッチを押す動作は不要である。  
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（３）ＱＲコード印刷カード  

 ＱＲコードは、ＷＥＢページやフリーソフトでパ

ソコンを使って簡単に作成できる。作成したＱＲコー

ドの画像を、通常のワープロソフトなどに貼り付けれ

ば、ＱＲコード付のカードや文書が簡単に完成する。

図７は、Psytec QR Code Editor [6]でのＱＲコード作成例

である。印刷は、汎用のインクジェットプリンターで

可能である。このように作成したＱＲコード付カード

は、図６の据え置き型ＱＲコードリーダーで、パスモ

／スイカ感覚で読み取らせることができる。２０ｍｍ

角程度の大きさのＱＲコードであれば、リーダーの視

野（４０ｍｍ×５５ｍｍ）に比べ、十分小さいので、

ＱＲコード読み取りの際に、カード上のＱＲコードの

位置あわせは、大雑把でよい。また、図８のようにカ

ード一面に、ＱＲコードを敷き詰めれば、いずれかの

ＱＲコードが必ずリーダーの視野に収まるため、ＱＲ

コードの位置あわせを全く不要にできるので、視覚障

害者へのバリアフリー化に適している。  

  図７ QR Code Editor でのＱＲコード作成例  

 

  図８ ＱＲコード敷詰めカード（バリアフリー用） 

 

（４）携帯電話画面上のＱＲコード  

 パソコンで作成し画像ファイルに保存したＱＲ

コードをメール添付で携帯電話に送信し、携帯電話に

画面メモとして保存すれば、携帯電話画面上のＱＲコ

ードが完成する。先に示した、登下校メール用ＱＲコ

ードや、登下校時間管理用ＱＲコードが、実質的作成

コストゼロで完成する。  

 

 以上、述べたＱＲコード関連ハードウェアを使っ

て、様々な教育応用システムが、簡易システムながら

極めて少ない投資で実現する。実験的な小規模教育シ

ステムを試みたい場合や、小規模学習教室で簡易ＩＤ

システムを導入したい場合などに、利用できると考え

ている。ちなみに、ＱＲコード利用システムは、電磁

波フリーなので、電磁波の人体影響を 全く気にせず

に用いることができる。  

 

３ 微小ドットコードの利用  

３．１ ハードウェア  

 目に見えない微小ドットコードに軽く触れるだ

けで音声ファイルを読み取り、発音させることができ

るポータブル音声デバイス（ＶＯＩＣＥ ＲｅＶ．）が

市販されている [7]。また。これを利用した、音の出る

書籍が海外で市販されている。この書籍は、紙面上の

文字や画像情報に対応した音声が簡単に聞けるので、

語学学習本や音の出る図鑑として利用価値が高い。こ

こでは、このポータブル音声デバイスは、そのまま利

用し、微小ドットコードをシールや透明シートに印刷

し、これらを教育のためのプラットホームとして幅広

く利用することを試みた。  

 

３．２ ドットコード印刷シール  

 利用したポータブル音声デバイスでは、４０００

種類の音声ファイルを識別できるドットコードからフ

ァイル名を読みとる。そこで、４０００種類のドット

コードのうち５００種類を印刷したシールを準備した。

そして、それぞれのシールを貼り付けたところから所

望の音声ファイルを読み出すことができるようにした。 

 

（１）音の出る参考書の製作  

 市販のＣＤ本は、本の内容とＣＤの音声が対応し

ているが、本を読みながらＣＤの音声を聞く場合、本

のページに対応するＣＤのトラック番号をＣＤプレー

ヤーで選択する必要があり、その操作が煩わしい。こ

の問題を解消するため、ＣＤの各トラックの音声をポ

ータブル音声デバイス内に音声ファイルとして入力し、

各ファイルを読み出すためのシールを、本の対応する

ページに貼り付けた。このようにして自作した｢音の出
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る参考書」のイメージを図９（英会話本）、図１０（野

鳥図鑑）に示す。このような自作参考書は、電車の中

での語学学習や、フィールドでの生物の鳴き声の確認

に、威力を発揮する。  

ドットコード印刷シール

Hello.

Nice to

meet you.

What a 

wonderful 

day it is!

０１ ０２ ０３ ０４ ０５

０６ ０７ ０８ ０９ １０

１１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５

０１ ０２ ０３ ０４ ０５

０６ ０７ ０８ ０９ １０

１１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５

貼り付け

What a 

wonderful 

day it is!

 

図９ 発音する英会話本  

 

太平洋岸の低地で普通。
山地では局地的。針葉樹林を
好む。鮮やかな栗色の背面と
側面、および黒っぽい頭に注
目。笛のような囀りではない。
鳴声は、速いしわがれ声。

クロイロコガラ

チィ～チィ～

    図１０ 鳴き声が聞ける野鳥図鑑  

 

（２）案内表示への応用  

 視覚障害者へのバリアフリーとして、校内の様々

な設備に点字の案内が設置されていることがある。触

知図（点字案内図）はその例である。なかにはボタン

スイッチによって音声案内がついているものもあるが、

大半は音声案内なしのものである。音声案内を安価に

実現できれば、それにより利便性が向上する。ポータ

ブル音声デバイスにより、学校など利用者が限られた

施設において、音声案内付触知図が簡単に実現できる。

この応用は、触知図のみならず、様々な学校施設を「し

ゃべる施設」に変えることができる。一例として「し

ゃべる自動販売機」の概念図を図１１に示す。図の例

では商品とボタンの近くに、商品名読み出し用ドット

コードシールが貼り付けてある。視覚障害の学生にポ

ータブル音声デバイスを配布し、商品名の音声案内を

ペン内に音声ファイルとして入力しておく。学校内と

いう利用者が限られた空間であれば、音声ファイルの

配布は困難でないため、比較的簡単に施設のバリアフ

リー化が実現する。  

 

コーラ

   図１１ しゃべる自動販売機  

 

３．３ ドットコードマトリックスシート  

 ポータブル音声デバイス用の４０００種類のド

ットコードをマトリックス状に埋め込んだ透明シート

「ドットマトリックスシート」を試作した（図１２

（左））。これを利用する場合、既存の印刷物（図１２

（右）に例示）のなかで、音を出したい部分（例では

ふきだし部分）に相当するマトリックス位置に存在す

るドットコード全てに、一つの音声ファイルを対応さ

せる。なお、この操作は、パソコンで専用ソフトを用

いて行う。ドットマトリックスシートの下部に書かれ

た０～９の丸数字は、印刷物を識別するための番号で

ある。  

Even a smallest worm has its life

一寸の虫にも五分の魂

The early bird catches the worm

早起きは三文の得

page  123  

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨０

図１２ 印刷物発音ためのドットマトリックスシート  
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（１）音の出るしおり  

 図示した例の印刷物を本の１ページ分に対応さ

せた場合、既存の書籍の１ページの上に、ドットマト

リックスシートを置き、シートの上からポータブル音

声デバイスで触れることにより音をだすことができる。

なお、このとき、ページ番号に相当する数値をシート

上の丸数字にポータブル音声デバイスであらかじめ触

れておく。例えば、図１２の例のような１２３ページ

目を選択する場合、ポータブル音声デバイスで①②③

の順でその場所に触れれば、そのページの音声ファイ

ルを読み出すための準備が完了する。ドットマトリッ

クスシートは、しおりのように本にはさんで持ち歩き、

発音シートとして使うことができる。  

 

（２）音の出るカード  

 ドットマトリックスシートを一枚の印刷物のみ

に対応させる場合、図１２に示したように両者を重ね

合わせ、同様にして音を出させることができる。ドッ

トマトリックスシートを印刷物の枚数分用意し、両社

を重ね合わせて、ラミネートすることにより、音の出

るカードが完成する。  

 

４ まとめ  

  紙面上の２次元情報コードを利用した電子機器制

御を、教育分野へ応用することを試みた。まず、ＱＲ

コードを利用したパソコンの制御機能を使い、長文テ

キストの読み上げ、遠隔レッスン、登下校メール、解

答照合シートなどへのシステムを試作した。これらは、

ＱＲコードを読み取るだけの操作で簡単に実行できる

ので、パソコンの操作に煩わされない学習が可能、パ

ソコン弱者に操作が容易、安価な教育関連システムが

構築可能、といった特長を有している。  

  つぎに、微小ドットコードから音声ファイルを読

み取り発音できるポータブル音声デバイスを、音の出

る参考書や学校設備へ応用することを試みた。前者は

視覚と聴覚を併用した効果的な学習参考書が手作りで

簡単に作製できるものであり、後者は学校設備の視覚

バリアフリーに貢献するものであると考えている。ま

た、音の出るしおりや、カードに関して、その可能性

を示した。  
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